
 

（第２号様式）  
令和６年 ５月 24日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立小田原高等学校長（全日制） 

令和６年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

これからの時代に必
要となる様々な資質
や能力の育成を目指
し、「SSH」「理数
教育推進校」「学力
向上進学重点校」と
しての役割を踏まえ
ながら、カリキュラ
ム・マネジメントに
取り組む。 

 

①SSH としての特色あ
る教育課程の検討を重
ねるとともに、生徒の
自己実現に向けた履修
指導を行う。 
 
 
②主体的・対話的で深
い学びの視点を踏まえ
た授業実践を充実させ
る。 
 
 
 
③新学習指導要領に基
づく教育課程につい
て、適切な運用方法を
検討し、確実に実施す
る。 

①SSH としての本校独自
の教育課程の検討及び
生徒の進路実現のため
の講座編成や時間割を
作成する。 
 
 
②校内及び公開研究授
業等を通じ、生徒の主
体的かつ論理的思考力
の育成を目指した授業
を実践する。 
 
 
②探究活動を中核とし
たサイエンスプログラ
ムを実践し、科学的探
究力、協働力、創造力
を育成する。 
 
③生徒の履修希望科目
に沿った講座を編成
し、時間割を作成す
る。 
 

①SSH としてふさわしい
教育課程となっている
か。 
 
 
 
②「生徒による授業評
価」において、課題解
決に関する評価項目
（３と６）の回答のう
ち、50％以上が「（項
目４）かなり当てはま
る」であったか。 
 
②生徒が主体的に探究
活動に取り組み、成果
を表現できたか。 
 
 
 
③生徒の履修希望科目
に沿った講座を編成
し、時間割を作成でき
たか。 
 
 

     

２ 
（幼児・児童・） 
生徒指導・支援 

①学校行事、部活
動、委員会活動を更
に充実させ、その活
動を通じて、人間形
成を図り、全人教育
を実践する。 
 
②生徒一人ひとりの
個を尊重した支援体
制をさらに充実させ
る。 

 

 

①学校行事、部活動、
委員会活動を通して、
課題解決能力やコミュ
ニケーション能力の育
成を図る。 
 
 
 
②教育相談全体支援会
議と職員が協力して支
援に必要な生徒の対応
にあたる。 
 
 
②SC,SSＷとの連携を
密にし、支援体制をさ
らに充実させる。 

①学校行事や部活動等
で生徒が課題を見つ
け、話し合い等を通じ
てこれを解決する力を
育成する。 
 
 
 
②教育相談全体支援会
議で支援を必要とする
生徒の情報を集約し関
係職員と共有しながら
より適切な支援を行
う。 
 
②SC,SSW との情報共有
を密にして、迅速な対
応を行う。 

①行事や部活動等で生
徒が課題を見つけ、話
し合い等を通じて、新
たな工夫を加えながら
その解決を目指すこと
ができたか。 
 
 
②職員が本校の支援体
制を理解し、支援が必
要な生徒の情報を共有
し適切な支援を行うこ
とができたか。 
 
 
② SC,SSWとの報告・連
絡・相談を円滑に行
い、計画的かつ迅速に
課題解決に向けて取り
組むことができたか。 
 
 
 
 
 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒の第一希望の進
路を実現できるよ
う、目的意識の強化
と学習意欲のさらな
る向上を目指し、各
種模擬試験等の分析
を活用し、自立的な
キャリア形成を支援
する。 
 

 

①生徒の学習取組状況
や進路希望情報を共有
し、進路実現に向けた
組織的な支援体制を整
える。 
 
 
②卒業生や社会人の講
話等のキャリア行事で
生徒のキャリア形成を
支援するとともに、補
習・講習及び実力試験
等の学習支援を通して
難関大学への進学意識
を高める。 
 

①生徒の学習への取組
状況や進路希望情報を
教職員で共有し、面談
や進路説明会等で保護
者とも共有することで
きめ細かな進路支援を
行う。 
 
②卒業生や社会人の講
話等のキャリア行事を
通して、将来への目標
意識を高める。 
②補習・講習及び実力
試験等の学習支援を通
して実力を伸ばし、難
関大学への進学意識を
高める。 
 

①生徒の学習取組状況
や進路希望情報を理解
したうえで生徒及び保
護者に必要な支援を行
うことができたか。 
 
②生徒がキャリア行事
の目的を理解して自身
の目標設定に向けて取
組むように指導できた
か。 
②実力試験等の結果分
析を活用することで生
徒の実力をさらに伸ば
し、難関大学への進学
意識を高める支援が行
えたか。 

     

４ 地域等との協働 

地域との協働を推進
し、地域から信頼さ
れる学校づくりを進
める。 

①生徒一人ひとりの幅
広い学力の育成のため
地域等の教育力を活用
する。 
 
 
 
 
②地域に開かれ、地域
と共にある学校を目指
し、学校の教育活動の
情報提供や学校運営協
議会の促進等を行う。 

 

 

①地域や行政(市防災安
全課)等と連携し防災訓
練･研修会等を実施す
る。 
①地域貢献活動等を計
画し、生徒の積極的な
参加を促す。 
 
②学校説明会･学校カミ
ングデー･県西地区合同
説明会等を開催、参加
して地域から信頼され
る学校づくりを推進す
る。 
②ホームページを充実
させ、日々の教育活動
の情報をより積極的に
発信する。 

①防災避難訓練実施で
生徒及び職員が連携し
て適切に身を守る防災
活動を実施したか。 
①地域貢献活動(年3回)
を実施したか。 
 
 
②学校説明会･学校カミ
ングデーの開催及び県
西地区合同説明会等に
参加して目的を達成で
きたか。 
②地域に開かれ地域と
共にある学校を目指し
て学校の教育活動の情
報提供や学校運営協議
会の促進等を行えた
か。 
 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①地域や外部機関と
の連携を進め、教職
員の専門性の向上を
図り、SSH 事業をさ
らに充実させる。 
 
 
 
②風通しの良い、働
き甲斐のある職場づ
くりを進め、事故・
不祥事防止を徹底す
る。 

①SSH 事業のさらなる
推進に向けて、校内外
の人的・物的資源を最
大限に活用するととも
に、先進校訪問や研修
等を通して教職員の専
門性を向上させる。 
 
 
②不祥事を「自分事」
と捉えるよう教職員一
人ひとりの意識改革に
取り組むとともに、校
内マニュアルの活用を
徹底させる。 

 

①学校運営協議会の活
用及び地域や外部関連
機関等との連携を通し
て教職員の専門性を高
める。 
 
 
 
 
②教職員間のコミュニ
ケーションの活性化、
同僚性の向上、事故・
不祥事ゼロに向けて、
研修会を実施する。 
②校内マニュアルを活
用した組織的な業務遂
行を徹底する。 
 

①学校運営協議会等、
校内外の人的・物的資
源を十分に活用した
か。 
①教職員の専門性の向
上がSSH事業の推進に活
かされたか。 
 
 
②教職員一人ひとりの
不祥事防止への意識が
改善されたか。 
②業務遂行において、
校内マニュアルの活用
が徹底されたか。 

 

     

 


